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学
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研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
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セ
ン
タ
ー

ニ
O
O六
年
二
月
二
八
日
発
行
)

中
井
履
軒

『
弊
帯
』

諸
本
お
よ
び
草
稿
の
篇
次
に
つ
い
て

井

上

了

は
じ
め
に

中
井
履
軒
の
著
作
と
し
て
は
、
漢
籍
の
注
釈
(
『
離
題
』
『
離
題
略
』
『
逢
原
』
な
ど
)

が
有
名
で
あ
る
反
面
、
い
わ
ゆ
る
論
著
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

過
去
に
は
整
版
あ
る
い
は
活
版
で
『
離
題
略
』
『
逢
原
』
な
ど
が
印
行
さ
れ
、
ま
た

最
近
で
は
『
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
』
と
し
て
『
史
記
離
題
』
な
ど
の
注
釈
類
が
景
印

刊
行
さ
れ
た
。
『
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
叢
書
』
に
は
『
華
膏
国
物
語
』
な
ど
も
含
ま
れ
、

ま
た
専
門
的
な
関
心
か
ら
『
越
租
弄
筆
』
や
「
四
茅
議
」
な
ど
特
定
分
野
に
か
か
わ
る

著
作
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
履
軒
の
詮
索
を
印
行
し
た
試
み
と
し
て
は
、

東
洋
図
書
刊
行
会
が
排
印
し
た
『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
『
水
哉
子
』

が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
5
0

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
論
集
は
、
履
軒
の
生
存
中
か
ら
改
稿
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
東
洋
図
書
刊
行
会
排
印
本
『
履
軒
弊
帯
』
は
、
懐
徳
堂
文
庫
に
伝
わ
る
自
筆
本
(
「
水

哉
館
遺
書
」
本
)
に
は
見
え
な
い
十
数
篇
を
「
補
遺
」
と
し
て
増
し
て
い
る
な
ど
の
問

題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
『
弊
帯
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
た
文
が
単
行
本
と

し
て
通
行
し
た
り
(
「
姓
氏
断
」
な
ど
て
あ
る
い
は
別
の
図
書
の
序
文
と
し
て
収
録
さ

れ
る
際
に
改
訂
さ
れ
た
り
(
「
越
組
弄
筆
序
」
な
ど
)
と
い
う
ケ
l
ス
も
認
め
ら
れ
る
。

『
弊
帯
』
の
構
成
や
テ
キ
ス
ト
の
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。

さ
て
、
大
阪
大
学
が
近
年
収
蔵
し
た
「
新
国
文
庫
」
中
に
別
本
の
『
弊
帯
』
や
『
弊

帯
残
稿
』
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
弊
帯
』
の
テ
キ
ス
ト
問
題
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
た
。
新
国
文
庫
本
『
弊
帯
』
等
に
つ
い
て
は
池
田
光
子
が
報
告
し
て
い

る
が
(
「
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
履
軒
弊
帯
』
諸
本
に
つ
い
て
」
、
『
懐
徳
』
七

O
、
二

O

O
二
年
)
、
池
田
は
「
履
軒
は
ま
ず
乙
本
(
井
上
注
:
新
田
文
庫
本
)
を
完
成
さ
せ
、

そ
の
中
か
ら
重
要
と
さ
れ
る
記
事
を
拾
い
集
め
て
、
甲
本
正
編
・
続
編
(
井
上
注
:
水

哉
館
遺
書
本
)
を
完
成
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
の
、
篇
名
・
構

成
の
異
同
な
ど
に
つ
い
て
は
「
列
挙
す
れ
ば
、
膨
大
な
量
と
な
る
の
で
、
要
点
の
み
を

挙
げ
て
お
く
」
と
し
て
割
愛
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
池
田
の
作
業
を
補
い
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
い
わ
ゆ
る
「
履
軒
自
筆
本
」
(
水

哉
館
遺
書
本
)
と
新
国
文
庫
蔵
の
い
わ
ゆ
る
「
草
稿
本
」
、
さ
ら
に
若
干
の
他
機
関
蔵

本
を
対
照
し
、
『
履
軒
弊
帯
』
『
続
編
』
『
季
編
』
な
ど
の
諸
本
に
お
け
る
篇
の
異
同
な

ど
を
明
ら
か
と
し
た
上
で
、
二
、
三
の
知
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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『
履
軒
弊
帯
』
篇
目
対
照
表

ま
ず
、
『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
諸
本
の
異
聞
を
一
覧
と
し
て
次

頁
以
下
に
示
す
。
た
だ
し
目
録
や
序
文
は
省
い
た
。

「
排
印
本
」
は
東
洋
図
書
刊
行
会
『
続
日
本
儒
林
叢
書
』
本
。
「
弊
某
」
「
続
某
」
「
季



某
」
「
補
某
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
『
附
補
遺
』
に

見
え
る
順
序
を
示
す
。
な
お
「
排
印
本
」
の
『
弊
帯
』
『
続
編
』
は
東
洋
図
書
刊
行
会

蔵
紗
本
に
よ
り
数
本
を
参
稽
、
『
季
編
』
『
附
補
遺
』
は
無
窮
会
蔵
紗
本
を
底
本
と
す
る

と
い
う
が
、
無
窮
会
蔵
紗
本
は
「
阪
府
」
本
か
ら
紗
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
遺
書
」
は
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
水
哉
館
遺
書
本
(
い
わ
ゆ
る
「
履
軒
自
筆

本
」
、
池
田
の
い
う
「
甲
本
」
)
。
「
弊
某
」
「
続
某
」
「
季
某
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
履
軒
弊
帯
』

(
受
入
番
号
一

O
四
九
九
二
)
・
『
弊
帯
続
編
』
(
同
一

O
四
九
九
三
)
・
『
弊
帯
季
編
』
(
同

一
O
四
九
九
四
)
会
弓

「
龍
野
」
は
兵
庫
県
た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
蔵
の
文
政
十
二
年
二
月
中

井
柚
園
紗
本
(
龍
野
文
庫
「
三
木
家
旧
蔵
十
二
号
」
)
。
「
弊
某
」
「
前
某
」
「
続
某
」
「
季

某
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
履
軒
弊
帯
』
(
第
一
冊
)
・
『
弊
帯
前
編
』
(
第
二
冊
)
・
『
弊
帯
続
編
』

一
(
第
三
冊
)
・
『
弊
帯
季
篇
』
(
第
四
冊
)
。
井
上
「
龍
野
文
庫
蔵
懐
徳
堂
関
係
文
献
筒
介

(
一
)
」
「
同
(
二
)
」
(
『
懐
億
堂
セ
ン
タ
ー
報
二

O
O四
』
・
『
同
二

O
O
五
』
)
を
参
照
。

「
阪
府
」
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
文
政
十
三
年
十
一
月
中
井
柚
園
紗
本
(
甲

和
一
四
八
)
。
「
弊
某
」
「
続
某
」
「
季
某
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
履
軒
弊
帯
上
』
『
弊
帯
続
編

中
』
『
弊
帯
季
編
下
』
三
百

「
E
m
」
は
新
国
文
庫

E
m
『
履
軒
弊
帯
』
(
い
わ
ゆ
る
「
草
稿
本
」
、
池
田
の
い
う

「
乙
本
」
)
。
「
(
漢
数
字
)
某
」
は
各
冊
に
見
え
る
順
序
。
た
だ
し
第
六
冊
に
は
「
独
知

剣
記
」
と
「
姓
氏
断
」
と
の
聞
に
八
葉
を
切
除
し
た
跡
が
認
め
ら
れ
る

A

四百

「E
m
」
は
新
田
文
庫

E
m
『
弊
帯
旧
稿
拾
遺
』
等
(
池
田
の
い
う
「
丙
本
」
)
。
「
拾

某
」
「
続
某
」
「
季
某
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
弊
帯
旧
稿
拾
遺
』
『
草
本
残
稿
弊
帯
続
編
』
『
草

本
残
稿
弊
帯
季
編
』
。
『
弊
帯
旧
稿
拾
遺
』
は
中
井
天
生
の
輯
紗
に
出
る
が
室
、
後
の
二

本
は
履
軒
の
残
稿
を
天
生
が
整
理
し
た
も
の
と
い
う
。

不
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
天
生
以
前
の
原
秩
序
は

弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 排
21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

本印
伯 粥 神 記 記 E首 送 ( 題 題 題 政 擬 問 祭 寓

仰斎 斎縞
雑 射

夷 蕎 武 阿 釣 石 水 園 園 重桃 摘 鍾 奇 問 目 食 言 説 説
伝 麺 紀 王 遊

原有
守 序 記 出源 猿 埴 石 韓 河 説 説 ，由、

者 事
子節

) 図 図 図 図 客 道 豚 「
( ( 

調伝 文 且寸、L ・ A寸-ヱ、L ・ ( ( 死
氷序

赤帰
「 -ー、 者

舎 舎 天 子 寒
之 之 地 之

文
穂

也園
前 間 '-

序
) 

胡曽
'-
) 

'-
) 

'-
) 

'-
) 

弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊
遺書21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 阪
21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 府

弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 弊 龍
21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 野

一一 一一一一一一一 一一 一一一 一一一一 E 
33 1 7 22 23 23 15 5 4 18 22 19 9 16 25 22 19 24 6 11 27 3 330 

E 
323 
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続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 弊 弊 弊 弊
排本印18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 25 24 23 22 

華 永 埋 不
無求 愛若 祭原

万 波
(重出 復讐議

唐 東
過秦 越甲

義 稽叔
譲

文帝
明 高帝

忠
程婆伝膏 正 飲

達軒記
鍾 河茅

氏 周 貞 国 太 孝
国 万 器 説 説 弁 廟議

議 百合 吾Ed周h 吾E参Z岡S、 夜 ヨEd岡b、
論d ネ且 還

全両
記 記 記 . 議 駁 ョ画，岡6. 

論J、定

附考
議 言命

秦
Z命

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 弊 弊 弊 弊 遺書
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 25 24 23 22 

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 弊 弊 弊 弊 阪
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 25 24 23 22 府

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 弊 弊 弊 弊 龍
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 25 24 23 22 野

四 四 四 四 四 五 四 玉 六五 五 五 四 四 一一 E 一 一8 9 1 23 11 22 7 25 7 1 28 24 26 23 14 12 12 24 5 36 17 14 31 330 

続 続 続 ( 続 E 
4 3 2 文::::::; 1 323 

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 排
41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 

本印

題極南
題 題 題

題楠 象書
書 卜 琵 送 送

贈夢大
9P 孝 錫 委 扶 ，有烏 大 像 天 楽 顕

訪 傍l 款
流水

居 琶 可 源 谷 類 奴 桑
畜主~主. 語 楽 甑

微鏡戴 載 器 公 外 言寺
清序

馬皮 授教 伝十 伝+ 記 印 匝 園 欄 楼 記
老 図 図 図 司11

怪軸
詩 巻

夫序+ 
記 記 記 記 戒 記 記

人 子

稿後+ 王

序 虎 序+ 約
図 図

後+ さ
入喧関自

附考v 

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 遺書41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 龍
41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 野

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続
府阪41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 

四 一 一五 四 四 四 四 四 五 ー 一 五 五 四 四 五 E 
2 9 10 19 11 16 20 7 27 22 21 8 6 5 4 2 1 17 10 21 21 330 

続 拾 拾 続 E 
7 6 5 5 323 
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続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続
排印64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 

ーーーー ーーー曲 喧ーーー ーー・・ー ーーーー ーーー・ ーーーー 本間 筒 専 祭 1鴻
題俸

象 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題 題朽 題 題案書 霊 門 棄 池 外 神 画 夢 千 画 画
蝶夢

仙 甘 休鶴息 画 鍾 E聞
画 文士 児 稲 扇 画 農 蝶 蝶 窟 顧 虎 装軸 像 業 虎 埴 鼓 谷 庇
メ~

+ 文 荷 像 像 ( 図 戦 図 ( 図 t 図 ( 像 図 図+ 図+ 七回 面司 賛
欄

図 「

履軒
+ 

神
( 

天 + ( ( 

一日= 石阜
欄 周 + 

道楽 周
惜夫農賛 然 之

} 

之 幽
覚 人

為夢 人
'- 之 '-
) ) 

」 '- 」
) ) 

L.ー
) 

) + 九

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続
遺書64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 龍
64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 野

続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 続 阪
64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 府

四 四 一 四 四 五 五 五 四 五 五 五 五 四 四 王 四 五 五 四 五 玉 E 
26 30 13 2 6 4 20 15 17 28 14 10 19 18 19 24 13 16 12 11 14 5 6 330 

続 拾 E 
8 7 323 

補 補 補 季 季 季 季 季 季 季 季 季 季 季 続 続 続 続 続 続 続 続 続 封ド
3 2 1 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 73 72 71 70 69 68 67 66 65 

本印
龍 舟 送 撲 奥 梁 栂 闇 美 封 封 封建 混 姓 擬 擬

得友
録 擬 擬 擬 雑

戯藍簡海 工 寿 議 議 武 知j 人 政 建 建 氏 符 陳 比 与 策 弁 筆
寺 招 安

+ J、+ 七
吾UZ周L 議 さE幸Z同L 言命 余 後 義E岡ι 言命 断 堅 ( 人 書 留 ( ( ，ー、
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序寿
子 人

序 ( 助 状
之

自 石阜 図 ( 遷
語序

人
季書

( 賛 伝

季
事 後

亡 序 文 後
秋

書 状
致

説

夏 陰
光

政
領恵
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) 
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) ) 

| 書
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排印
ー圃ーー

本
与 前 水 書
藤 )11 B食 園
子 有 記

任書 翁墓隣
後
( 

後 仲
表

尼
之
後

」

) 

| 遺書

|龍
野

|阪
府

|五 E 
3 330 

拾 拾 拾 続 E 
4 3 2 6 323 

検
討

E
却
を
「
遺
書
」
系
の
三
本
と
比
較
し
て
容
易
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、

E
m
の
う
ち

第
一

1
第
二
冊
と
『
履
軒
弊
帯
』
と
の
対
応
、
お
よ
び
第
三

1
第
五
冊
と
『
弊
帯
続
編
』

と
の
対
応
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
泣
と
重
複
す
る

三
時
「
題
桃
源
図
」
を
例
外
と
し
て
、
す
べ
て

E
m
で
は
第
一

1
第
二
冊
に
属
す
。
た

だ
し
第
一

i
第
二
冊
の
う
ち
半
数
以
上
は
「
遺
書
」
本
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
履
軒

は
一
七
七

O
年
頃
に
『
弊
帯
』
を
整
理
し
「
什
に
一
を
存
し
た
」
(
「
弊
帯
続
編
序
」
)

と
い
う
の
で
、
こ
の
際
に
除
か
れ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
《
二
十
九
日
。
な
お

E
m
の
う
ち
一

お
「
令
図
字
子
賛
説
」
や
一
却
「
飯
尾
翁
寿
序
」
に
「
作
在
数
年
前
」
と
注
記
さ
れ
て

い
る
た
め
三
±
、

E
m
は
書
き
た
め
た
原
稿
を
単
に
綴
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
時

期
の
整
理
・
浄
書
を
経
た
も
の
と
わ
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
遺
書
」
本
『
弊
帯
続
編
』
に
は
、

E
m
の
う
ち
第
三

1
第
五
冊
が

収
録
さ
れ
(
た
だ
し
第
六
冊
か
ら
六
2

「
擬
陳
」
の
み
を
収
め
、
ま
た

E
m
に
見
え
な

い
四
篇
を
収
め
る
)
、
「
遺
書
」
本
『
弊
帯
季
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
篇
は
六
5

一
論
」
・
六
7

「
姓
氏
断
」
を
除
く
と
す
べ
て

E
m
に
見
え
な
い
。

E
m
は
作
成
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
う
ち
作
成
年
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も「混

の
は
一

4

「
小
園
記
」
の
一
七
五
九
年
立
夏
、
一

6

「
書
推
敵
篇
巻
後
」
の
同
年
秋
か

ら
五
回
「
書
象
外
怪
軸
後
」
の
一
七
九
四
年
末
ま
で
に
及
ぶ
言
?
?
=
。
こ
の
う
ち
二
日
「
草

島
語
序
」
は
一
七
七

0
1
一
七
七
一
年
頃
、
二

M

「
越
姐
弄
筆
序
」
は
一
七
七
三
年
三

月
以
前
と
推
定
さ
れ

CE--
ま
た
三
4

「
錫
類
記
」
は
一
七
七
四
年
十
二
月
な
の
で
、

E
m
の
う
ち
第
二
冊
ま
で
(
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
に
該
当
す
る
部
分
)
の
完
成

は
遅
く
と
も
一
七
七
四
年
以
前
、
お
そ
ら
く
は
一
七
七
二

1
一
七
七
三
年
頃
だ
と
推
定

さ
れ
る
。
上
段
に
指
摘
し
た
整
理
・
浄
書
は
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
か
。

ま
た

E
m
第
六
冊
の
内
容
は
『
弊
帯
続
編
』
と
『
弊
帯
季
篇
』
冒
頭
と
に
渉
っ
て
お

り
、
『
弊
帯
続
編
』
の
自
序
に
「
享
和
美
亥
孟
秋
」
と
、
『
弊
帯
季
篇
』
の
序
に
「
文
化

了
卯
之
夏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

E
m
の
第
三

1
五
冊
(
の
内
容
)
は
一
八

O
三
年
以

前
に
、
第
六
冊
(
の
内
容
)
は
一
八

O
七
年
以
前
に
完
成
し
た
こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
柚
園
(
一
七
九
五

1
一
八
三
四
)
は
、
一
八
二
九
年
(
柚
園
三
五
歳
)
に

「
龍
野
」
を
紗
写
作
成
し
た
際
、
「
遺
書
」
に
含
ま
れ
ず
「
E
m
」
に
の
み
存
在
す
る

侠
篇
を
『
弊
帯
前
編
』
と
し
て
別
に
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
(
た
だ
し
第
五
冊
の
う

ち
五
3

「
書
園
記
後
」
の
み
を
脱
す
)
。
『
弊
帯
前
編
』
の
篇
次
が

E
m
の
篇
次
に
適
合

的
な
の
は
、
柚
園
が

E
m
に
よ
っ
て
『
弊
帯
前
編
』
を
編
ん
だ
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
た

だ
し
柚
園
は
『
弊
帯
前
編
』
を
作
成
す
る
に
際
し
、

E
m
の
う
ち
第
三

1
第
六
冊
の
み

に
依
り
、
第
一

1
第
二
冊
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
柚
園
の
認
識
で
は
、

E
m

の
う
ち
第
一

1
第
二
冊
は
『
履
軒
弊
帯
』
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
草
稿
に
過
ぎ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
の
三
冊
が
一
組
の

も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
新
田
文
庫
」
に
属
す
る
E
m
の
六
冊
が
一
組
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
天
生
が
「
遺
書
」
本
の
三
冊
を
重
建
懐
徳
堂
へ
寄
進
し
、

E
m
の
六

冊
を
自
家
に
と
ど
め
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

柚
園
に
と
っ
て
は
(
お
そ
ら
く
履
軒
に
と
っ
て
も
て
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
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お
よ
び

E
m
の
う
ち
第
三

1
六
冊
を
あ
わ
せ
た
計
五
冊
が
『
弊
帯
』
の
定
本
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
こ
そ
、
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
の
題
筆
に
「
旧
一
二
之
巻

合
子
比
。
」
と
打
書
さ
れ
て
お
り
三
士
三
、
ま
た
末
尾
に
「
是
第
一
二
巻
之
縮
節
者
、
其

第
三
以
下
未
縮
。
」
と
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
と
「
遺
書
」
本
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
篇
』
と
は
現

在
お
な
じ
帳
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
本
紙
や
装
丁
な
ど
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
は
従
前
か
ら
気
付
か
れ
て
き
た
。
ま
た

E
m
の
う
ち
第
一

5
二
冊
の
装
丁
な
ど
と

第
三

1
六
冊
の
そ
れ
と
の
聞
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
し
か
も
後
者
は
「
遺
書
」
本

『
履
軒
弊
帯
』
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
も
、
「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
が

「
遺
書
」
本
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
篇
』
と
で
は
な
く
、

E
m
の
う
ち
第
三

1
六
冊

と
合
わ
せ
る
べ
き
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。

「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
と
は
、

E
m
の
第
一

1
二
冊
を
「
縮
節
」
し
た
定
本
で

あ
っ
た
。

E
m
の
第
一

i
二
冊
は
ま
さ
に
「
草
稿
」
で
あ
っ
て
、
「
未
縮
」
の
ま
ま
浄

書
さ
れ
た
第
三

1
六
冊
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
あ
る
い
は
、
第
一

i
二
冊
と
第
三

1

六
冊
と
が
履
軒
自
身
に
よ
っ
て
別
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
議
論
で
き
よ
う
主
+
目
も
ま

た
「
遺
書
」
本
『
弊
帯
続
編
』
は

E
m
の
第
三

1
六
冊
冒
頭
ま
で
を
、
お
な
じ
く
『
弊

帯
季
篇
』
は

E
m
の
残
り
と
以
降
の
作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
節
録
し
配
列
を
改
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
履
軒
の
い
う
「
縮
節
」
「
縮
」
と
は
、
単
に
選
択
取
捨
す
る
の
み
な
ら
ず
、

配
列
を
改
め
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

柚
園
は
、
「
遺
書
」
本
の
三
冊
に
よ
っ
て
「
龍
野
」
を
紗
写
し
つ
つ
、
「
遺
書
」
本
に

採
録
さ
れ
な
か
っ
た
侠
篇
を

E
m
の
う
ち
第
三

1
六
冊
か
ら
輯
め
て
新
た
に
一
冊
を
成

し
、
し
か
も
第
一

1
二
冊
に
見
え
る
侠
篇
は
採
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
「
龍
野
」
は
、

『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
に
『
弊
帯
前
編
』
を
加
え
た
四
冊
本
と
な

っ
た
。
し
か
し
柚
園
は
、
翌
一
八
三

O
年
に
「
阪
府
」
を
紗
写
作
成
し
た
際
に
は
、
『
履

軒
弊
帯
』
と
『
弊
帯
前
編
』
と
を
併
せ
て
『
履
軒
弊
帯
』
一
冊
と
改
め
た
(
こ
の
際
な

ぜ
か
「
贈
無
頼
子
」
の
み
を
脱
し
た
)
。
「
阪
府
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
が
コ
続
日
本
儒

林
叢
書
」
所
収
本
と
比
べ
、
上
冊
に
十
三
篇
多
く
収
め
て
い
る
。
」
(
『
大
阪
府
立
図
書

館
蔵
稀
書
解
題
目
録
和
漢
書
の
部
』
、
大
阪
府
立
図
書
館
シ
リ
ー
ズ
八
、
一
九
六
三
年
)

こ
と
の
理
由
は
こ
れ
で
あ
る
。

従
来
の
理
解
(
天
生
の
理
解
?
)

問
刷
出
回
刷
凶
問
刷
出
問
州
四
回
刷
国
間
刷
凶

:ji---草
稿
本

ロ

阿

国

凶

門

団

創

1
4司
J
内

l
嗣

閣

国

同

困

定
本

本
論
の
理
解
(
相
園
の
理
解
?
)
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結

節

)

劃
1
4司
J
内
J
糊

闇

闘

同

困

:

:

:

別

本

柚
園
が
作
成
し
た
『
履
軒
弊
帯
』
等
の
妙
本
二
部
(
「
龍
野
」
四
冊
と
「
阪
府
」
三

冊
)
は
、
中
井
桐
園
(
一
ん
二
三

1
一
八
八
一
。
一
八
四

O
年
に
懐
徳
堂
を
継
襲
)
へ

伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
も
い
う
べ
き
「
龍
野
」
四
冊
は
、

三
木
通
深
(
一
八
二
四

1
一
八
五
七
)
へ
譲
渡
あ
る
い
は
売
却
さ
れ
《
三
+
更
懐
億
堂
に

は
「
阪
府
」
三
冊
が
残
さ
れ
た
。
し
か
し
「
阪
府
」
も
幕
末
あ
る
い
は
明
治
初
年
に
は

伊
予
屋
の
有
と
な
り
、
明
治
末
年
に
大
阪
府
立
図
書
館
へ
と
収
蔵
さ
れ
た
。

履
軒
自
筆
本
や
草
稿
類
は
明
治
以
降
も
中
井
家
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
天
生
は
「
遺
書
」

本
『
履
軒
弊
帯
』
『
弊
帯
続
編
』
『
弊
帯
季
編
』
の
三
冊
を
一
組
の
も
の
と
し
て
重
建
懐

徳
堂
へ
寄
進
し
、
一
方
で

E
m
の
六
冊
を
一
組
の
も
の
と
し
て
自
家
に
保
存
し
た
の
で



あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
誤
り
は
、
桐
園
に
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
三
士
。
。

以
上
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
以
下
の
よ
う
な
成
立
時
期
が
想
定
さ
れ
、

「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
篇
は
、
一
七
七
三
年
頃
(
よ
り
正

確
に
は
、
一
七
七
二
年
か
ら
一
七
七
四
年
の
間
)
よ
り
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
な
る
。

一
七
五
九
年
(
宝
暦
九
年
、
置
軒
ニ
八
歳
)
頃

『
弊
帯
篇
』
の
作
成
が
開
始
さ
れ
る
。

一
七
七
三
年
(
安
永
二
年
、
置
軒
四
二
歳
)
頃

E
m
の
う
ち
第
二
冊
ま
で
が
完
成
。

一
七
七
四
年
(
安
永
三
年
、
履
軒
四
三
歳
)
頃

E
m
の
う
ち
第
三
冊
以
降
の
内
容
が
作
成
さ
れ
始
め
る
。

一
七
九
四
年
(
寛
政
六
年
、
履
軒
六
三
歳
)
以
降

E
m
の
う
ち
第
五
冊
ま
で
(
と
し
て
後
に
ま
と
め
ら
れ
る
諾
篇
)
が
成
立
。

一
八
O
三
年
(
享
和
三
年
、
履
軒
七
二
議
)
七
月

E
m
の
う
ち
第
三

i
五
冊
お
よ
び
第
六
冊
の
一
部
(
と
し
て
後
に
ま
と
め

ら
れ
る
諸
篇
)
か
ら
「
遺
書
」
本
『
弊
帯
続
編
』
が
成
書
。

一
八
O
七
年
(
文
化
四
年
、
居
軒
七
六
歳
)
以
前
(
お
そ
ら
く
一
八
O
三
年
以
前
)

「
遺
書
」
本
『
履
軒
弊
帯
』
が
浄
書
完
成
。

ほ
ぽ
同
時
に
、

E
m
の
第
三

1
六
冊
が
浄
書
完
成
。

一
八
O
七
年
(
文
化
四
年
、
雇
軒
七
六
車
)
夏

E
m
の
う
ち
第
六
冊
に
相
当
す
る
部
分
お
よ
び

E
m
に
見
え
な
い
篇
か
ら

「
遺
書
」
本
『
弊
帯
季
編
』
が
成
書
。
(
こ
れ
以
降
に
『
電
言
』
蓄
積
)

一
八
一
七
年
(
文
化
十
四
年
、
雇
軒
八
六
歳
)

履
軒
没
。

(
年
齢
は
数
え
年
)

お
わ
り
に

本
稿
で
は
『
弊
帯
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
の
み
を
検
討
し
た
。
し
か
し
本
稿

で
検
討
し
た
も
の
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
新
田
文
庫
E
問
『
履
軒
先
生
遺
稿
雑
集
』
(
資

料
番
号
七
九

C
L
O
O六
O
一
)
に
は
、
『
有
子
』
『
日
本
書
紀
』
な
ど
か
ら
の
抜
き
書

き
数
種
の
ほ
か
、
「
補
袷
弁
」
「
戯
撰
酒
具
名
姓
」
「
錦
雄
賦
」
「
膝
王
閣
賦
」
「
公
孫
弘

論
」
「
黒
弱
余
論
」
「
蝦
夷
弁
」
「
菓
問
」
「
擬
与
韓
客
書
」
「
椴
窟
記
」
「
送
子
情
之
芳
序
」

「
記
赤
坂
役
」
「
源
義
経
与
大
江
広
元
書
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

少
な
く
と
も
一
部
は
『
履
軒
弊
帯
』
等
の
草
稿
と
し
て
更
な
る
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
新
国
文
庫
等
に
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
履
軒
等
の
著
作
・
草

稿
類
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
全
体
像
は
未
だ
見
え
て
こ
な
い
。

あ
る
学
者
に
関
す
る
研
究
が
推
進
さ
れ
る
た
め
に
は
、
全
集
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す

る
著
作
集
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
懐
億
堂
に
か
か
わ
る
学
者

に
つ
い
て
は
、
論
著
の
調
査
や
整
理
・
公
開
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
三
+
七
百

竹
山
や
履
軒
あ
る
い
は
蘭
洲
の
全
集
は
、
い
ず
れ
必
ず
刊
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
じ
現
状
下
で
は
、
そ
の
よ
う
に
大
き
な
事
業
の
遂
行
は
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
『
履
軒
弊
帯
』
等
に
つ
い
て
基
本
情
報
を
整
理
せ
ん
と
試
み
た
。

こ
の
よ
う
な
初
歩
的
調
査
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
、
懐
徳
堂
研
究
の
基
礎
を
築
く
た
め
に

必
要
な
作
業
で
あ
る
と
信
じ
る
。

j主
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(
一
)
東
洋
図
書
刊
行
会
『
続
日
本
儒
林
叢
書
』
一
九
三

O
年
。
一
九
七
一
年
に
鳳
出
版

が
復
刊
。
な
お
履
軒
の
著
作
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
加
地
伸
行
ほ
か
著
『
中

井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
(
『
叢
書
日
本
の
思
想
家
二
四
』
明
徳
出
版
社
、

九
八



O
年
)
附
録
「
著
述
目
録
」
や
岸
田
知
子
「
中
井
履
軒
著
述
目
録
」
(
平
成
十
二

・
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
山
片
賂
桃
の
思
想
の
形
成

と
展
開
』
)
な
ど
を
参
照
。

(
二
)
な
お
懐
徳
堂
文
庫
に
は
他
に
、
五
冊
本
『
履
軒
弊
帯
』
(
『
履
軒
弊
帯
(
乾
)
』
『
弊

帯
巻
二
(
坤
)
』
『
弊
帯
続
編
(
上
)
』
『
弊
帯
続
編
巻
一
一
(
下
)
』
『
弊
帯
季
篇
上
(
完
)
』
)

や
合
綴
一
冊
本
『
弊
帯
続
編
』
な
ど
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
後
者
に
は
乱

丁
(
同
一
丁
の
重
複
)
も
認
め
ら
れ
、
資
料
的
な
価
値
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
三
)
中
之
島
図
書
館
蔵
『
履
軒
警
言
』
(
甲
和
一
五
六
。
三
冊
を
一
冊
に
合
綴
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
)
に
は
紗
者
や
年
次
を
示
す
記
載
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
と
甲
和

一
四
八
『
弊
帯
』
『
続
編
』
『
季
編
』
三
冊
と
は
「
懐
徳
堂
」
「
釜
文
堂
」
の
印
記

や
伊
予
屋
の
も
の
と
思
わ
れ
る
符
丁
を
共
有
し
て
お
り
、
幕
末
あ
る
い
は
明
治
樹

期
に
一
括
し
て
懐
徳
堂
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
懐
徳
堂
文
庫
蔵
『
過

秦
論
駁
議
』
(
受
入
番
号
三
二
八
八
二
、
上
野
精
一
旧
蔵
)
は

E
m
三
幻
「
過
秦

論
駁
議
」
よ
り
古
い
段
階
の
草
稿
だ
が
、
こ
の
『
過
秦
論
駁
議
』
に
も
伊
予
屋
の

符
丁
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
同
時
期
に
懐
徳
堂
か
ら
流
出
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
明
治
四
年
に
は
桐
園
蔵
板
・
伊
予
屋
売
払
に
て
履
軒
『
有
間
星
』
の
刊

行
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、
懐
徳
堂
の
廃
絶
後
に
も
桐
固
と
伊
予
屋
と
の
聞
に
は
一

定
の
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

(
四
)
切
除
部
分
の
す
く
な
く
と
も
一
部
は
治
水
関
係
の
論
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
の
ど
の

残
字
か
ら
窺
え
る
。

(
五
)
『
弊
帯
旧
稿
拾
遺
』
の
う
ち
拾

1
1拾
4
は
「
水
哉
館
集
所
載
、
以
補
弊
帯
旧
稿

遺
漏
」
、
そ
の
余
は
「
弊
帯
続
編
中
諾
篇
、
弊
帯
旧
稿
所
不
載
」
と
い
う
。

(
六
)
「
問
自
二
道
」
は
、
「
復
讐
者

1
」
お
よ
び
「
学
者
論
事

1
」
の
二
段
よ
り
な
り
、

E
m
は
こ
れ
ら
を
い
ず
れ
も
「
問
自
」
と
し
て
別
出
す
る
。

(
七
)
「
擬
韓
問
客
」
を

E
m
は
「
菓
問
」
と
す
る
。

E
m
三
部
「
擬
与
韓
客
書
」
と
一

連
の
も
の
。

〈
八
)
「
明
太
祖
論
」
を
「
龍
野
」
は
「
明
大
祖
論
」
に
誤
る
。

(
九
)
「
文
帝
論
」
を

E
m
は
「
漢
文
帝
論
」
と
す
る
。

(
十
)
「
孝
三
伝
」
を

E
m
は
「
孝
子
三
二
郎
伝
」
と
す
る
。

(
十
一
)
「
卯
兵
伝
」
を

E
m
は
「
記
卯
兵
衛
谷
平
事
」
と
す
る
。

(
十
二
)
「
贈
夢
大
夫
序
」
を

E
m
は
「
贈
夢
生
序
」
と
す
る
。

(
十
一
二
)
「
送
源
教
授
序
」
を

E
m
は
「
送
中
西
教
授
序
」
と
す
る
。

(
十
四
)
「
送
司
馬
皮
虎
入
関
序
」
を

E
m
は
「
送
司
馬
皮
虎
序
」
と
す
る
。

(
十
五
)
「
書
流
水
詩
稿
後
」
を

E
m
は
「
流
水
詩
稿
蹴
」
と
す
る
。

(
十
六
)
「
書
象
外
怪
軸
後
」
を
「
遺
書
」
「
阪
府
」
は
「
書
象
外
位
軸
後
」
に
作
る
。

(
十
七
)
「
題
案
能
図
」
を

E
m
は
「
題
案
駄
図
」
と
す
る
。

(
十
八
)
「
題
閥
谷
図
」
を

E
m
は
「
擬
題
隅
谷
図
」
と
す
る
。

(
十
九
)
「
題
画
虎
」
(
「
履
軒
幽
人

1
」
)
を

E
m
は
「
題
虎
書
」
と
す
る
。

(
二
十
)
「
題
甘
裳
図
」
を

E
m
は
「
題
甘
業
」
と
す
る
。

(
二
十
一
)
「
題
画
装
軸
」
を

E
m
は
「
画
装
軸
」
と
す
る
。

(
二
十
二
)
「
題
千
窟
戦
図
」
を

E
m
は
「
題
千
窟
図
」
と
す
る
。

(
二
十
三
)
「
祭
棄
児
文
」
を

E
m
は
「
祭
棄
子
文
」
と
す
る
。

(
二
十
四
)
「
専
門
対
」
を
「
遺
書
」
「
阪
府
」
は
「
専
問
対
」
に
誤
る
。

(
二
十
五
)
「
戯
筒
藍
水
処
士
」
を

E
m
は
無
題
と
す
る
。

(
二
十
六
)
「
擬
与
留
学
生
阿
部
仲
麻
呂
書
」
「
録
比
書
簡
友
人
」
「
得
友
人
報
再
簡
」
は

本
来
一
連
の
も
の
だ
が
、
排
印
本
に
従
い
別
出
す
る
。
な
お

E
m
は
「
録
此
書
簡

・
友
人
」
「
得
友
人
報
再
筒
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
録
前
書
簡
藤
志
予
」
「
再
復
志
芦
」
と

す
る
。
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(
二
十
七
)
「
興
議
」
は
『
履
軒
雲
言
』
に
「
興
献
議
」
と
し
て
重
見
。

字
を
塗
抹
。

E
m
は
「
献
」



(
二
十
八
)
「
撲
議
」
は
『
履
軒
電
言
』
に
重
見
。
な
お
、
『
履
軒
章
一
吉
田
』
の
内
訳
は
「
奥

献
議
」
「
瀧
議
」
「
宋
廟
議
」
「
承
重
議
」
「
国
重
論
・
其
二
・
其
コ
ご
「
荊
公
論
・

其
二
・
其
=
ご
「
擬
烈
寧
布
衣
上
書
」
「
擬
紹
興
中
諌
官
上
書
」
「
騎
泰
論
」
「
子
芽

論
」
「
雑
筆
(
「
形
而
前
者
1
」
)
」
「
威
夫
人
論
」
「
擬
雲
根
士
山
序
」
「
利
政
雑
議
」
「
擬

輸
」
(
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
甲
和
一
五
六
」
紗
本
お
よ
び
懐
徳
堂
文
庫
蔵
「
六

七
四
八
八
」
履
軒
自
筆
本
に
よ
る
)
。

E
m
『
童
言
未
定
稿
』
に
は
「
擬
雲
根
志

序
」
の
み
見
え
な
い
。

(
二
十
九
)
『
弊
帯
続
編
』
序
に
「
余
之
中
身
、
嘗
有
弊
帯
之
冊
。
当
時
患
眼
且
病
帽
、

懲
於
著
撰
損
神
。
故
和
作
一
、
而
焚
其
余
。
」
と
あ
る
の
を
文
字
通
り
に
解
す
る

な
ら
ば
、

E
m
(
の
う
ち
第
一

1
二
冊
)
と
は
別
に
、
失
わ
れ
た
篇
が
二
百
以
上

も
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。

(
三
十
)
こ
れ
ら
の
篇
は
一
七
六
四
年
か
ら
一
七
六
七
年
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
、
「
作
在
数
年
前
」
と
い
う
記
述
は
、

E
m
の
う
ち
第
一

1
二
冊
が
一
七
七
二

1
一
七
七
三
年
頃
に
浄
書
さ
れ
た
と
す
る
推
定
(
後
述
)
に
矛
盾
し
な
い
。

(
三
十
一
)
他
に
年
代
が
判
明
し
て
い
る
も
の
や
推
定
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
一
部
「
裏
問
」
の
一
七
六
四
年
、
二
5

「
題
洛
泊
渓
嚢
後
」
の
一
七
六
七
年
十

二
月
、
二
お
「
記
釣
遊
」
の
一
七
七
二
年
、
三
幻
「
顕
微
鏡
記
」
の
一
七
八
一
年

五
月
、
四
1

「
埋
飲
器
記
」
の
一
七
八
三
年
、
四
6
「
鴻
池
稲
荷
洞
碑
」
・
四
7

「
卜
居
詩
巻
序
」
の
一
七
八
四
年
、
五
1
「
大
畜
堂
記
」
の
一
七
八
九
年
一
月
、

「
委
奴
印
記
」
の
一
七
八
四
年
な
ど
。

(
三
十
二
)
E
m
所
収
「
越
組
弄
筆
序
」
は
、
旧
題
「
越
組
戴
筆
序
」
の
「
戴
」
字
を
塗

抹
し
「
越
姐
弄
筆
序
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
拙
稿
「
中
井
履
軒
『
越
姐
戴
筆
』
に

見
え
る
門
脈
と
ゲ
!
ル
管
に
つ
い
て
」
(
『
懐
徳
』
七
四
号
、
二

O
O六
年
)
参
照
。

(
三
十
一
二
)
冒
頭
の
「
旧
」
字
は
摩
滅
し
て
お
り
判
読
で
き
な
い
。
池
田
に
従
い
補
う
。

(
三
十
四
)
柚
園
の
没
後
に
編
ま
れ
た
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』
(
一
八
三
四
年
)
は

「
履
軒
弊
帯
六
冊
」
や
「
弊
帯
続
編
一
冊
」
「
弊
帯
季
編
一
冊
」
「
履
軒
弊
帯
十
一

冊
」
と
は
別
に
「
履
軒
弊
帯
草
稿
三
四
五
六
」
を
載
せ
る
。

(
三
十
五
)
松
岡
操
(
柳
田
園
男
の
父
)
の
編
と
さ
れ
て
い
る
『
観
生
堂
蔵
書
目
録
』
詩

文
類
箕
下
に
「
履
軒
弊
等
写
本
全
四
冊
」
と
見
え
る
の
が
、
本
稿
で
「
龍
野
」

と
称
し
た
四
冊
本
『
弊
帯
』
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
後
に
三
木
家
よ
り
流
出
し
、

姫
路
市
内
の
某
書
燥
を
経
て
龍
野
図
書
館
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
三
十
六
)
第
二
次
新
国
文
庫
(
中
井
家
資
料
)

F
臼
乙
号
下
『
水
哉
館
遺
書
目
録
』
は

「
履
軒
弊
帯
一
二
合
本
五
冊
」
「
同
別
本
二
冊
」
を
載
せ
、
同
F
M
第
一
号

『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』
は
「
履
軒
弊
帯
十
一
冊
」
に
ご
二
ノ
巻
存
ス
」
と

注
し
、
ま
た
同
F
日
甲
号
『
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
目
録
』
は
「
履
軒
弊
帯

A
在

子
家
五
冊
」
と
す
る
。

(
三
十
七
)
注
(
一
)
目
録
の
ほ
か
、
寺
門
日
出
男
「
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
『
離
題
』

(
中
井
履
軒
撰
)
諸
本
に
つ
い
て
」
(
大
阪
大
学
中
国
学
会
『
中
国
研
究
集
刊
』
一

O
、
一
九
九
一
年
)
・
「
中
井
履
軒
撰
『
国
語
離
題
』
に
つ
い
て
」
(
都
留
文
科
大

学
国
文
学
会
『
国
文
学
論
考
』
三
七
、
二

O
O
-
-牛
)
・
「
玉
井
蘭
削
遺
稿
の
伝
存

に
つ
い
て
」
(
同
創
刊
四
十
周
年
記
念
特
集
号
、
二

O
O四
年
)
・
「
中
井
履
軒
撰

『
漢
書
離
題
』
に
つ
い
て
」
(
筑
波
大
学
中
国
文
化
学
会
『
中
国
文
化
』
六
二
、

二
O
O四
年
)
・
湯
城
吉
信
「
大
阪
府
中
之
島
図
書
館
所
蔵
懐
徳
堂
関
係
資
料
目

録
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
七
、
二

O
O五
年
)
な
ど
を
参
照
。
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